
 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市行政評価委員会 

外部評価ヒアリング② 
 

 

評価対象：施策「３－３－１ 文化芸術や地域ブランドなどを活か 

     した観光魅力づくりの推進」に関連する８事業 

    ：施策「５－２－１ 市民が多彩な文化芸術に親しむとと 

     もに、自ら作り上げる文化活動の振興｣に関連する３事業 
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日 時：平成２６年８月２７日（水）午後１時３０分開会 

場 所：市役所本庁舎 １８階 第３常任委員会会議室 
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  １．開  会 

○吉見委員長 それでは、定刻になりましたので、これより札幌市行政評価委員会のヒア

リングを始めます。 

 本日は、実は二つございますが、その一つ目は、文化芸術や地域ブランドなどを活かし

た観光魅力づくりの推進及び市民が多彩な文化芸術に親しむとともに、自ら作り上げる文

化活動の振興に関連する事業のヒアリングということでございます。 

 関連する事業所管部局の皆様にいらしていただいております。 

 私は、本委員会の委員長の吉見でございます。 

 今日は、よろしくお願いいたします。 

 まず最初に、本日、配付されております資料について事務局から説明をお願いいたしま

す。 

○推進担当係長 私は、事務局の推進担当係長の立野と申します。 

 私から配付資料の確認をさせていただきたいと思います。 

 まず、お手元にありますのは、今回の座席表が１枚です。次に、委員の皆様には昨日に

お渡ししておりますけれども、平成２６年度札幌市行政評価委員会外部評価ヒアリング②

という次第が１枚です。次に、事前にいただきました質問の回答ということで、資料１と

して施策「３－３－１」の６枚物、資料２として施策「５－２－１」の事前質問事項一覧

をお手元に配付させていただいております。 

 委員の皆様には、今回の対象事業の事業評価調書をまとめたものを置かせていただいて

おりますので、こちらもご参考にしていただきながら本日の質問をしていただければと思

います。よろしくお願いいたします。 

 私からは以上でございます。 

○吉見委員長 ありがとうございました。 

 資料はよろしゅうございましょうか。 

 それでは、次第２のヒアリング（質疑忚答）に入る前に、進行方法について簡単にご説

明申し上げます。 

 本日のテーマにつきましては、まず、事業所管部局の皆様から事前に資料をいただきま

して、それに基づいて各委員から質問を寄せていただく形にいたしました。この質問に関

する回答は、今、事務局から説明がありました資料１と資料２に事前質問事項一覧という

形でまとめられております。ここでは、これらを踏まえて各委員から事前質問の回答に対

する再質問、あるいは、各事業、施策に関する新たな追加的な質問をさせていただきます。 

 委員の皆様においては、昨日もありましたが、大体、私のほうで一まとめにいたします

ので、それに関連して何番の質問と言っていただくか、これにかかわらず新しい質問があ

れば新しい質問と明確にした上で質問していただければありがたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

 なお、今回の注意点として、観光文化関連、都市まちづくり関連の両施策にまたがる市
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民交流複合施設がございます。これに関する質問につきましては、この後に行われる都心

まちづくり関連の施策の際には市民交流複合施設の所管部局の皆さんは出席されませんの

で、このヒアリングで質問いただければと思います。 

 また、事業所管部局の皆様がお答えいただく場合に、複数の質問があるかと思いますの

で、どの回答か明確になるようにしていただくと私どもにとっては大変ありがたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

 

  ２．ヒアリング（質疑忚答） 

○吉見委員長 早速、ヒアリング（質疑忚答）に入りたいと思います。 

 実は、ここは結構ありますので、手際よくやっていかないと時間に収まらないだろうと

思いまして、資料１の左側に番号が振っておりますが、１番から４番までをまとめて質問

をお願いしたいと思います。 

 いずれも、シティプロモート推進に関わるものでございます。１番から４番までの中で

追加的に質問等がございましたらお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○山崎副委員長 １番から４番までのところで、ＭＩＣＥ、学会とか国際会議の誘致を一

生懸命やっているのはご説明のところで非常によくわかりました。 

 さらに、もう一つお伺いできればと思うのは、改めて申し上げるまでもなく、こうした

ＭＩＣＥ、国際会議等の誘致は、ほとんどの大都市で一生懸命やっております。そのとき

に、札幌市としての強み、ほかの都市には負けない魅力あるいは環境、その他の条件とい

うことで、こうしたところで力を入れて頑張っているというようなアプローチの仕方、最

近はやりの言葉で言うと、戦略みたいなものはどういうふうに位置づけているのかについ

て、補足してご説明していただけたらありがたいなと思います。 

○観光文化局 国際観光・ＭＩＣＥ推進担当課長の岩立でございます。 

 今のご質問ですが、私から、ＭＩＣＥ競合都市との間で、札幌市の強みを生かしたプロ

モーションの展開と戦略に関する現状の取り組みとか考え方についてご説明いたします。 

 確かに、副委員長がおっしゃられたとおり、今、競合他都市として、東京、横浜、京都、

福岡などではグローバルＭＩＣＥの戦略が展開されております。そうした都市と比べまし

て、札幌にも北海道大学の教授陣を初めとした医学系、自然科学系の学会のキーパーソン

が多数在籍されております。そうした方たちとコンベンションビューローがつながりを持

って、国内で開催される学会系の会議の誘致に力を入れていきたいということが一つです。 

 それから、東アジア、東南アジアにおきましては、札幌市は旅行地としての人気が非常

に高いものがございます。そうした東アジア、東南アジアに事務局がある会議や、そちら

からの参加者が多い会議には、目的地としての北海道は非常に強みを発揮できると思って

おりますので、そうしたところにも国際会議のプロモーション誘致をかけていきたいと考

えており、そうしたことを基本的な戦略の一つとして捉えております。 

○山崎副委員長 もう尐しお伺いできればと思います。 
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 こうしたプロモーションに関しては、もう数年前になりますが、国交省の北海道局や北

海道もかなり力を入れてやっているようなところもございます。札幌市は、そうしたとこ

ろとどういった形で連携をとっておやりにやっているかについて、もう一つ補足していた

だけたらありがたいです。 

○観光文化局 一例を申し上げますと、札幌で開催される会議の参加者の皆さんが、アフ

ターコンベンションとして洞爺、登別のほうに大型の周遊観光に出られまして、例えば、

ウィンザーホテルなどは非常に人気があるという調査の結果を得ております。このように

アフターコンベンションとして周遊型の観光にもつながる部分がありますので、毎年、北

海道、札幌市、北海道運輸局等々と連携会議を開催したり、それから、小樽を初めとした

近隣自治体とも連携会議を開いて情報共有やモデルコースの創出に努めております。 

○山崎副委員長 ありがとうございました。 

○吉見委員長 ほかにいかがでございましょうか。 

○吉田委員 それでは、２番の質問の回答に対して教えていただきたいと思います。 

 札幌のブランディング戦略と国際芸術祭の関連性についてお伺いしたいのですが、「札

幌芸術祭をはじめとした文化・芸術イベントを観光客誘致に結び付け」というようなこと

を２行で書かれておりますけれども、国際芸術祭に来たお客様に対し、どのように札幌ブ

ランドをお伝えしているのか、具体的な取り組みがありましたら教えていただけますでし

ょうか。 

○観光文化局 国際芸術祭担当課長の池田でございます。 

 札幌国際芸術祭は、創造都市さっぽろの象徴的な事業という位置づけで、今年初めて開

催しようとしております。当然のことながら、芸術作品の展示はもとより、まちの創造性

を高めるということで、いろいろな市民参加の事業とか連携事業にも合わせて取り組んで

内外に発信しております。 

○吉田委員 それは、国際芸術祭で行っているイベントそのものが観光客や来場者である

道内客に対する札幌ブランドの発信というような位置付けでしょうか。 

○観光文化局 そうですね。芸術祭の目的の一つに、札幌の魅力とか芸術祭等の取り組み

を発信していくということがあります。この時期は札幌ではほかにいろいろなイベント等

もやっておりますので、そういったものとも連携を図り、夏のイベントの魅力も含めて札

幌全体を発信していくような形でやっております。 

○吉田委員 結局、来た方たちにより滞在日数を延ばしていただくとか、ほかの観光資源

をより周遊していただくとか、多分、そういう戦略なのかなというふうに理解していたの

ですけれども、そういうことにおいて、何らかの働きかけ、あるいは、ホテルなど民間と

の連携みたいなことは国際芸術祭として具体的なことが何かあるのでしょうか。 

○観光文化局 特に、道外とか遠くからいらっしゃる方たちもございますので、旅行会社

の皆さんに集まっていただいて、芸術祭のいろいろなご説明をさせていただいて、いわゆ

るツアー造成のご協力をお願いしております。 



 - 4 - 

○松本委員 私も、今の２番に関連してお伺いします。 

 既存のイベントにおいて、各々の努力にとどまらず、包括したり連携して札幌市の魅力

を伝えるような戦略、位置付けというものがあるのかどうか、知りたいのです。 

 ここでの回答では、シティプロモート戦略で三つの基本方針を定めているとしておりま

すが、この三つの基本方針というのは、「魅力を再発見する」「魅力を味わい発信する」

「魅力を創造する」というようにかなり抽象的な内容で、結局のところ、具体的にどのよ

うな戦略を持って相互のイベントの相乗効果みたいなものを目指しているのか、わかるよ

うでわからなかったところがあります。そこで、こうした取り組みをしているとか、まだ

課題があってここら辺までしかできていないとか、どういう内容でもいいですけれども、

もう尐し具体的に教えていただければと思います。 

○市長政策室 創造都市推進担当課長の知野と申します。 

 私からは、シティプロモート戦略の位置付けという点でお答えしたいと思います。 

 まず、札幌市全体を見ると、長期計画としてのまちづくり戦略ビジョン、そして、中期

計画としての新まちづくり計画といったものがベースとしてあります。これらと並行する

ような形で分野別にビジョンを掲げたものとして、今回、私が所管するシティプロモート

戦略、あるいは、産業振興ビジョンといったものがございます。さらに、これらのビジョ

ンに沿った形で、各部局が実行計画として策定するものが部門別計画でございまして、例

えば、札幌市観光まちづくりプラン、あるいは、札幌型ものづくり振興戦略といった構造

になっております。したがいまして、シティプロモート戦略という点からいきますと、ま

ちづくり全体のシティプロモートに係る分野を総括したものであるとともに、観光、産業

といった部門別計画の方向性を示したものという位置づけとなっております。 

○松本委員 包括レベルのもう尐し下のレベルで、各部局とか各部門別にどういう取り組

みをしながら統一的、包括的なブランド戦略をしているのか、具体例を教えていただける

とありがたいと思います。 

○観光文化局 芸術祭の取り組みとしましては、先ほどもお話ししましたが、ＰＭＦとか

シティ・ジャズ、夏まつりといった夏のいろいろなイベント等と連携事業という枠組みを

つくりまして、相互に連携して取り組んでいる姿が見えるような形にさせていただいてお

ります。 

○吉見委員長 それでは、私から、３番に関連するところです。 

 まず、これはサッポロスマイル映像というものをお聞きしたかった部分かと思いますが、

この対象者は市民ということですね。つまり、プロモートと言いながら、外の方ではなく

て、内部の我が市民に対してプロモートするものになっています。それはそれでいいので

すが、一つには、サッポロスマイルロゴの周知というものがあると評価調書に書かれてい

ましたので、それは、やはり周知しなければいけないものなのか、市民に周知することに

よって何を期待しているのか、それが質問の一つ目です。 

 それから、もう一つは、その評価です。もちろん、スマイルロゴの周知だけではないと
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いう説明も書かれておりますので、実際にはそれ以外のことも目的とされているのでしょ

うけれども、それらを含めて評価のことをお聞きしたのですが、回答の中では「期待して

いる」というような文言しかなかったので、スマイルロゴの周知具合を含めて、市民に対

してこの映像を作った成果が上がっているのか、それはどのように測定しているかという

質問です。 

 これは再びの質問になりますが、二つお願いいたします。 

○市長政策室 まず、サッポロスマイル映像については、資料でも回答させていただきま

したけれども、「笑顔になれる街」といったシティ戦略のゴールをイメージとして伝える

ものというふうな位置づけで捉えております。 

 そしてまた、ロゴとともに、「笑顔になれる街」というコンセプトの周知は、委員長も

ご指摘のとおり、確かにまだまだ不十分というか、広く行き渡っていないと認識しており

ます。ただ、戦略策定から１年半という期間を考えますと、平成２５年６月の市民アンケ

ートにおいてこのロゴを知っていますかという調査をしたところ、１９．１％の市民の方

がロゴマークを知っているという回答でした。これが高いか、低いかということはありま

すし、まだまだ不十分かなとも思いますけれども、そういう期間を考えると一定の成果が

あったのではないかと考えております。とりわけ、知っている、ロゴを見たことがあると

いうふうに答えた市民のうち、８０．５％の方が笑顔をあらわしたマークであることを理

解しているという回答がありましたので、戦略のコンセプトでございます「笑顔になれる

街」という趣旨は伝わっているのではないかと評価しております。 

○吉見委員長 繰り返しになりますが、一つ目のロゴを市民に周知することに意味はある

のかという問いについてはいかがでしょうか。 

 簡単に言いますと、市民が知って何になるのかということです。市民が何に使うのか。

これは笑顔を表したマークだねというのは、見れば想像がつきます。ただ、そのロゴマー

クを知ったら市民が笑顔になれるのかというと、それはかなり距離がある感じがするので

すね。ロゴマークを作ったことは何らかの意味があると思いますけれども、そこと市民が

それを知ることの結びつけです。 

○市長政策室 「笑顔になれる街」というのは、我々行政だけではなくて、市民の方一人

一人が札幌のよさを再発見して、みんなで広くアピールして発信していくことに意味があ

るのではないかということで戦略を策定しまして、実施しているところでございます。 

○吉見委員長 すみません、やはりわからないのです。 

 市民は笑顔でない、つまり、札幌の魅力をわかっていないから、その魅力を市民に発信

してもらうための戦略であるというふうなお話に聞こえるのです。しかし、あなたは札幌

が好きですかとか、魅力がありますかとアンケートで問うと、外の方は札幌には魅力があ

るねと答えると、先ほどほかのところでもお話がありました。しかし、札幌市民自身も札

幌をかなり愛していて、札幌は良いまちだね、ということはわかっているのではないかと

いう気がするのです。 
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 「笑顔になれる街」というのは、非常に包括的、総括的なことですから、いろいろな側

面で笑顔になったり泣いたりするのだと思います。その「笑顔になれる街」というところ

との結びつきというのでしょうか、例えば、このプロモートをしていくとき、市民に外の

方へのプロモート役になってもらおうという目標があって、その過程にある話なのか。今

のお話ですと、市民は札幌市の魅力を知らないから、そこに対してわかってもらえるよう

に宣伝しましょうというふうにも聞こえるのですね。 

 ですから、何が目的で、この事業の位置付けはどこにあるのかということをお聞きした

いのです。 

○市長政策室 委員長がおっしゃったとおり、外向けのものもあると同時に、市民自身に

も、自分たちのまちはこんなにいいのだなと札幌の魅力に気付いてもらおうというのも一

つありまして、両方です。 

○吉見委員長 つまり、この映像に関しては市民向けだと書かれているので、今まで知ら

なかった札幌の魅力を市民に見つけてもらうという目的がこの中に一つあるということで

すね。 

○市長政策室 はい。 

○吉見委員長 そして、元に戻りますが、スマイルロゴの周知は市民にとってどういう意

味があるのかということです。市民がスマイルロゴを知って何の役に立つのか。逆に言え

ば、市は、知ってもらってどうしてもらおうとしているのか。 

 ロゴマークを知って、それで笑顔になれるわけではないと思うのです。このマークを見

たらみんな幸せになるなんていう話は宗教っぽくなりますから、そういう話ではないと思

います。ですから、ロゴマークを知ってもらうことによって、多分、その先があると思い

ますので、それはどういう関連性があるのかということをお聞きしているのです。 

○市長政策室 シティプロモート戦略では、市民の生活の中から導き出されるような、ラ

イフスタイルに根差した札幌の魅力を再発見して伝えていきたいというふうに考えており

ます。それが、札幌の人が笑顔で暮らすまち、観光に来ても笑顔になれるまち、おいしい

食べ物や雪の中で遊ぶ体験、そしてまた日本一の魅力ある都市、そうしたブランドを端的

にあらわす、そういったことに向けて札幌市が取り組んでいますということを象徴的に笑

顔というコンセプトで表しており、その札幌市の取り組みを理解してもらおうというのが

このロゴの中に含まれている意味の一つであると考えております。 

○吉見委員長 ブランドという言葉が一つありましたけれども、いわゆるブランドロゴと

してこれを表に出し、そして、このマークを見れば札幌だねというふうにわかるようなと

ころまで持っていきたいと。例えば、時計台を見れば、多くの人は札幌市だとわかります

が、このスマイルロゴを見ても全国の人が札幌だねとわかる。確かに「ＳＡＰＰＯＲＯ」

と書いてありますから、わからない人は文字の読めない人なのかもしれませんが、市民も

このブランドロゴを見て誇りに思えるようなところに持っていきたいというのが目標であ

るというお話でよろしいでしょうか。 
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○市長政策室 スマイル、笑顔というのは、我々のいろいろな取り組みを一つに集約して

いて、市民にも、観光客にも直感的に非常にわかりやすく伝えているロゴであるというふ

うに思っていますので、その辺を周知することは大事だと考えております。 

○吉見委員長 見たことがあるというのはいいのですけれども、そこから誇りを持てると

か、新しい発見ができるというところはかなり遠いと思うのです。 

 ちょっと角度を変えますが、シティプロモートという観点だけで言うと、例えば、市民

が旅行でほかの都市に行くときに札幌のスマイルロゴを使うなどして市民一人ひとりに宣

伝してもらえるような、これは、市民の誇りがどうこうという問題ではなくて、まさに外

に向けてプロモートするという意味ですけれども、将来はそういうことにつなげていくと

いう戦略があるという話だとわかりやすくなるのです。 

○市長政策室 実際の取り組みとして、雪まつり期間中に市内のホテルにサッポロスマイ

ルをデザインしたポスターを置きますと、観光客の方、特に外国の方はそれを気に入って

持って帰られたりします。また、最近の事例ですと、きのとやの「ＳＡＰＰＯＲＯ ＨＩ

ＳＴＯＲＹ」というクッキーにこのロゴマークを使用していただくといった取り組みを行

っております。 

○吉見委員長 今のお話はブランド戦略の話ですね。 

○市長政策室 はい。 

○吉見委員長 私が挙げたのは単なる例なので、そういうことは考えていないとか、やっ

ていないという話は、それはそれでいいと思いますが、個人的にはもったいないなという

感じがしたところがあります。 

 例えば、皆様は、今日はこの関係のことがあるのでスマイルロゴのバッチを着けていら

っしゃいますね。市長も着けておられるし、当該局でない市役所の方も着けておられるこ

ともあると思います。しかし、一般の市民が持っておられるかとなると、何となく見たこ

とはあっても、そういうものを持っていない、あるいは、着けるような機会もない。実は、

私は持っていますが、これは別に市の方からいただいたわけではなくて、友人からもらっ

たものですが、例えば、市民がそういうものを知って、それこそ誇りを持てるようになっ

たら、このマークを着けて旅行に行ったりするといい宣伝になります。これは、見たとお

り「ＳＡＰＰＯＲＯ」と書いてあるから、鹿児島でも東京でも大阪でも札幌から来た人だ

ねとわかるようになって、いわば市民みんなが札幌の宣伝マンみたいになれるかなと思い

ます。 

 利用の仕方はいろいろあると思いますけれども、市民に知ってもらう意義を考えたとき

に、それを市民にどう使ってもらうのかと。知っているだけだと、なかなかその後がない

のです。今のお話のように、例えばブランド戦略として、それを商品にして売っていく、

市民に買ってもらうということもあるのかもしれません。ただ、役所としては、これでも

って一儲けしようというふうにはいかないだろうと思いますから、そのあたりのストーリ

ーといいますか、これをやることによる戦略が尐し見えなかったので質問しました。 
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 長くなりましたし、私のコメントになっていますから、これぐらいで終わりたいと思い

ます。 

○吉田委員 今の委員長のお話のとおり、多分、スマイルロゴの目的と定義と使い方みた

いなことを市民にしっかりプロモーションしていくことが前提だと思います。 

 私は、実は、このサッポロスマイルロゴがすごく好きです。なぜかというと、今、道路

工事の現場で、このサッポロスマイルの判子を業者が押していまして、企業がすごく使い

始めていると思います。サッポロスマイルのロゴで迎えてくれるお店も増えてきていて、

それこそ、外国の方にも、札幌はにっこりと迎えてくれるのだ、この企業はそういう会社

なのだということがすごく伝わっていると思います。ただ、今、どのくらいの企業がサッ

ポロスマイルロゴを使っているかという指標がどこにも見当たらなかったのです。 

 質問としては、今、どのくらいの企業がサッポロスマイルロゴを使っているかを把握し

ていらっしゃって、それを一つの指標としているのか、それから、もちろん市民に使って

ほしいけれども、その市民の大きな存在が企業だと思うので、その企業に対しての働きか

けを何かやっていらっしゃるか、意見と質問が織り交ざっていて申し訳ないですが、お願

いいたします。 

○市長政策室 行政だけでなくて、民間も含めてみんなで一緒にやっていきましょうとい

うことで、平成２５年１０月には、民間企業あるいは団体から成る会員組織、サッポロス

マイルパートナーズというものを設立いたしました。今、北洋銀行やローソン、ＪＴＢ北

海道、日本郵政北海道支社や市内ホテル等、数でいきますと１００企業・団体まで来まし

た。そういったパートナーを組んでいただいたところでは、それぞれのやれる範囲の中で

ロゴを活用してもらっているところです。 

○吉田委員 小さな企業たちは、勝手に使っているわけではなく、申し込めば誰でも使え

るのですか。 

○市長政策室 そうですね。笑顔にしてまちを盛り上げましょうという宣言さえしてもら

えれば、大抵、パートナーになれます。 

○吉田委員 それは、中小企業への働きかけみたいなことも何かされているのですか。 

○市長政策室 ホームページで周知しておりますが、やり始めてからまだ時間が浅いとこ

ろです。 

○吉見委員長 ほかによろしゅうございましょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○吉見委員長 もし何かございましたら、後でまた戻って質問していただいても結構でご

ざいますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、次に移りたいと思います。 

 次は、たくさんあるのですが、５番からずっと飛んで１２番までまとめます。これは、

大通が中心でしょうか、ミュンヘン・クリスマス市、さっぽろ雪まつり、サッポロ・シテ

ィ・ジャズといったことに関する推進等々の事業があります。尐し重なる部分もございま
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すので、数は多いですが、５番から１２番までまとめてご質問いただければと思います。 

 それでは、何か追加的な質問はございませんでしょうか。 

○石川委員 雪まつり関係ですが、これは事前質問を出しておりませんけれども、事業の

イメージをつかむためにわかる範囲で教えていただきたいと思います。 

 さっぽろ雪まつり事業費とさっぽろ雪まつり魅力アップ事業の事業評価調書を見せてい

ただいて、予算・決算の金額のイメージで、雪まつり事業費は、細かい数字はともかく、

平成２５年度は予算に比べて決算が多くなって、２６年度の予算も多いです。私の手元で

は、四、亓千万円だったものが２億円になっている感じです。雪まつり魅力アップ事業は、

平成２３年度、２４年度は１億円単位ぐらいで、２５年度は３，０００万円の予算に対し

て決算が２，０００万円、そしてまた、２６年度の予算は１億円ぐらいになっています。 

 雪まつりという事業のイメージをつかむために、この辺の数字はどういう連関があるの

か、教えていただければと思います。 

○観光文化局 観光文化局事業調整担当係長をしております東海林と申します。 

 雪まつりの関係で申し上げます。 

 今、委員がご指摘のお話ですけれども、実は、平成２４年度と２５年度、２６年度は、

予算の括りが変わっております。簡単に言いますと、２４年度までは札幌市の直接の予算

執行をやっていたのですが、２５年度からは雪まつりの実行委員会への補助金という形に

移しております。その関係で雪まつり事業費と魅力アップ事業費のほうで大体１億６，０

００円程度移っておりますが、実質的な中身は変わっておりません。 

 以上です。 

○石川委員 それを前提に読み直しますので、質問はここで一回終わります。 

○吉見委員長 では、私からお聞きしますが、５番と６番、もしかすると７番もですが、

ミュンヘン・クリスマス市に関連する部分です。 

 これは、どういう位置付けの理解をすればいいのか困ったものですから、６番みたいな

質問もあるのかなと思いますが、まず、６番に来場者数が書かれていますけれども、基本

的に来場者数ではかっていいのかということがあります。それは何を言っているかという

と、そもそもなぜミュンヘンなのかといえば、市役所の方は、これは姉妹都市提携があっ

てということがわかります。ただ、ミュンヘン大橋という名前がついているものがあるも

のの、実は姉妹都市がどこかということを知らない人が結構いまして、知らないけれども、

ミュンヘン・クリスマス市は楽しいよねと来ている市民も多いわけです。そう考えると、

なぜミュンヘン・クリスマス市だったのかというのは、もともと姉妹都市との関係とか交

流もあったのだろうなと思うわけで、もしそうだとすると、そういう意味での効果をどう

測るかということがありますし、単に入場者が多ければいいのではなく、ほかの方法もい

ろいろあると思うのです。そういう意味で、何を目的として、その効果をどう測っている

かという結び付けはありますかという問いだと理解していただければと思います。 

 あるいは、専ら物販、飲食のお店があって、まさに市になっていますから、もしかする
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と売り上げということも一つの指標になるのかもしれません。そうであれば、そういった

ことをどのように把握されているのか。 

 さらに、それは５番にも関わりまして、そういうことを考えると、ここはこういう質問

になっておりますけれども、変わり映えがしないから変えればよいという単純な入れ替え

ではなくて、たくさん売れているところはずっと残したほうがいいということになるかも

しれません。現に、もう何年もやっているので、ミュンヘン・クリスマス市が始まる、あ

のお店が来るから行こうという話はよく聞くのですよ。あれを楽しみにしているから行こ

うというのに、それが入れ替えられてなくなってしまったら、その人にとってはもう魅力

がなくなるわけですから、こういうものは、一体どういう目的で来られているかという細

かな分析も本当は必要だと思います。例えば、デパートでよく物産市などをやっておりま

すけれども、ああいうところでも細かい分析をしますので、そういったことなども効果の

一つとして測ったり検証されたりして、それが５番にあるような出店者の入れ替えに反映

されているのかとか、これも実は６番に関わる目的と効果との関係ですが、そういったこ

とはどのような把握の状況になっているか、お尋ねしたいと思います。 

 観光か国際交流かというふうに聞いたのもそれでありまして、当然ですが、目的によっ

て評価のやり方も違うだろうということであります。 

○総務局 交流課長の齋藤と申します。 

 ミュンヘン・クリスマス市のことで回答させていただきます。 

 非常にいろいろな形でご質問をいただきましたので、総合的にお答えさせていただけれ

ばと思います。 

 まず、委員長がご推察のとおり、ミュンヘン・クリスマス市のスタートは姉妹都市でご

ざいます。２００２年ですが、ミュンヘンと札幌の姉妹都市提携３０周年でございました

けれども、実は、ミュンヘン市側から、札幌の方々にドイツ、ミュンヘンの文化を知らし

めるようなイベントを何かやりたいとご提案をいただきました。ついては、ヨーロッパで

は、ドイツを中心に１２月に入ってから２４日までの間、クリスマス市が立ちます。これ

は都市あるいは国によって売るものが大分違うようですが、なべてクリスマスグッズ、あ

るいは、それにちなんだものを、ヨーロッパは寒いので象徴的なものとしてはグリューワ

インとかソーセージなどを売ってクリスマス気分を徐々に盛り上げていく、あるいは、日

本で言う歳末市みたいに年を越すというか、クリスマスを迎えることに向けていろいろな

ものを買われたりする市場があるので、それを再現してみないかということで始めました。 

 実は、このクリスマス市は、一回きりの予定でスタートしております。そういったこと

で、スタート時点では何とか１回だけ成功させようということで、あまりしっかりとした

組み立てができない中でやったようでございますが、一方で非常に評判がよかったという

ことがございました。市民受けも非常によかったことと、また、海外から来られた出店者

も、国内の出店者も非常に売り上げがありまして、翌年以降もぜひやりたいと内外から声

が上がりました。ですから、このクリスマス市だけは、大通イベントとしてはやや特殊な
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形で国際部が受け持つような形でここまで来ております。 

 そういう意味で言いますと、国際交流イベントなのか、観光集客イベントなのかという

質問につきましては、スタートは間違いなく国際交流イベントでございます。ミュンヘン

の文化を知っていただく楽しいイベントに参加することで、ミュンヘンが札幌の姉妹都市

であることを市民に知っていただくものでした。実際の数値といたしましては、最新の細

かい数字ではないのですが、姉妹都市５都市の中で認知度はミュンヘンがずば抜けて高う

ございます。全体が高くないのであまり胸を張れませんけれども、ほかが十数％に対して

ミュンヘンだけ３割近い市民の方が知っておりまして、ご存じですかと聞くと、ミュンヘ

ンがイの一番に出てくる都市となっておりますことから、今年で１３回目になりますが、

そういう意味では市民への姉妹都市周知という部分では一つあったと思います。 

 それから、単にミュンヘンが姉妹都市だということを知らしめるだけではなくて、４回

目からリターナブル食器を導入しております。洗って何度も使うもので、使い捨ての食器

を使わないと。これは、実は、札幌在住のドイツ人の方に、ドイツの文化を紹介すると言

ってやっているなら、そこまでドイツの真似をしなさいと言われて導入いたしました。実

は、非常に大変な部分ではありますが、これが市民の方々に大分浸透してまいりまして、

最近はほかのイベントでもそういう傾向が見られるかなと思います。エコの先駆け的なイ

ベントとしてドイツの文化を採り入れたもので、毎年４００人ぐらいの市民ボランティア

が参加して食器を洗っていただいておりますが、こういった部分でもドイツの文化を身を

もって体験していただくような形で取り込めたかなと考えております。 

 確かに、物販、飲食が中心ですが、中にありますパビリオンと呼ばれる施設では、在住

のドイツ人の協力をいただきまして、ドイツでやっているクリスマスに向けて家族の手作

業で小物を作ったり、ドイツの絵本の読み聞かせといったようなこともお子様を中心にや

っております。昨年の来場者数９４万人に対して延べ数百人程度なので数は尐ないのです

が、こういった形で国際交流イベントとしての位置付けは引き続き高いものだと認識して

おります。 

 一方で、ほぼ右肩上がりで来場者が増えてきております。昨年は、最高の９４万人、も

う１００万人に手が届くところまで伸びてまいりました。１１月後半から１２月というい

わゆる観光端境期でありますが、アンケートなどをとりますと、道外が２割弱で海外も１％

程度いらっしゃいます。どれだけ観光に寄与しているかという部分については異論があろ

うかと思いますが、市民も含めて屋外に出づらい時期に多くの方に大通に集まっていただ

くということでは、観光集客イベントとしても非常に意味があるかと思います。 

 また、毎年、かなり克明なアンケートをとっておりまして、そういった中で、なぜ来場

されるかというと、圧倒的に多いのは雰囲気が好きということです。これは、売っている

ものも含めてだと思いますが、異空間ができ上がるということを多くの方が非常に期待さ

れております。来場者も、初めて来たという方は３分の１程度で、ほとんどがリピーター

でありまして、市民も、毎年、また、期間中１回ではなくて何度も足を運んでいただく方
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もたくさんいらっしゃって、それで延べ９４万人に達していると思います。 

 指標といたしましては、表には出しておりませんが、経済波及効果の数値も調査してお

ります。２０１０年と２０１２年の２回、市役所内部の統計を担当するところの協力をい

ただいてやっておりまして、いずれも六十数万人の来場者に対して約９３億円の経済波及

効果という試算が出ております。偶然、２０１０年も２０１２年も６０万人台だったもの

ですから、ほぼ１００億円弱というところで一致しておりますので、そういうことで来場

者数と経済効果はある程度比例関係にあるのかなと推測いたしますと、昨年は９４万人が

来られていますから、ざっくりですが、１３０億円を超える経済波及効果があったのかな

と考えております。これは、国際部が所管しておりまして、どうしても交流イベントとい

う看板がございますのであまり表には出しておりませんが、そういう数値も見ております。 

 そういう部分で、市民に対する姉妹都市ミュンヘンの単なる周知ではなく、文化、中身

を含めた紹介という本来やっている意味でできるだけ多くの方に来ていただきたいという

部分と、この時期の大通での経済効果という部分と、両にらみでやっているイベントとい

う自覚でございます。 

 以上でございます。 

○吉見委員長 ありがとうございました。 

 ほかにいかがでしょうか。 

○吉田委員 ミュンヘン・クリスマス市が成功しているのはよく存じ上げていますが、こ

こまで札幌がミュンヘンの文化を紹介し、あるいは、ミュンヘンの企業のもうけにもつな

がるところまでやっているということは、逆に、ミュンヘン側に何か働きかけをして、あ

ちらでも札幌を紹介するようなことにはつながっていないのでしょうか。 

○総務局 委員のご指摘は、非常に耳の痛い部分でございまして、向こうで札幌をＰＲす

るような継続的インパクトのあるイベントはできていないのが現実です。 

○吉田委員 もったいないですね。 

○総務局 そうですね。すみません。 

○吉見委員長 北欧の方などは札幌をよく知っていますけれども、北欧に姉妹都市はあり

ましたか。 

○総務局 ございません。 

○吉見委員長 残念ながらないですね。ミュンヘンはビールつながりだったのでしょうか。 

○総務局 オリンピックつながりです。 

○吉見委員長 そうであれば、北欧のオリンピックつながりがありそうな気はしますね。

オスロあたりですと、タクシーの運転手でも札幌を知っていますね。東京は知らないけれ

ども、札幌は知っているのです。東京の北にあるのだと説明したら、東京はどこだと言わ

れました。札幌だと言ったら、札幌なら知っていると言うのですね。それは、明らかにノ

ルディックですね。大倉山も知っていました。物すごく人気のあるスポーツですから中継

されるのです。彼らは、１年に一遍は札幌を見るのでしょう。知らないところに売り込む
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方法もありますが、ヨーロッパの方々やアメリカの北の方もそうでしょうけれども、そう

いうことを利用して知っているところにプロモートする方法ができるといいですね。 

 もしよろしければほかに移りますが、雪まつり関係やシティ・ジャズの関係ではいかが

でしょうか。 

○石川委員 サッポロ・シティ・ジャズについては、僕も音楽が好きなので、否定的な話

では全くなく、本当にシンプルに、なぜジャズなのか。ほかのものの定義は、姉妹都市は

ある程度わかりますし、雪まつりはそれすらわからないぐらい古い歴史的なものです。し

かし、シティ・ジャズについては、過去の基本計画からの流れなども見ましたけれども、

いま一つわかりづらいところもありますので、深い意味はなく、シンプルにこの質問だけ

させていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○観光文化局 市民文化課長の加茂と申します。よろしくお願いします。 

 シティ・ジャズ自体は、平成１９年から今の形態で始まっております。もともとは、昭

和６１年に芸術の森ができまして、平成２年にＰＭＦが始まりますが、あそこに野外ステ

ージをつくりましたけれども、あれだけ大きい野外ステージをどう活用していこうかとい

うことが課題になっていました。そういう中で、芸術の森は貸し室が結構ありますが、札

幌市は意外とジャズ人口があって、ジャズの練習をしに来られる方が多いものですから、

ジャズの練習に来られる方に対して、クリニックというか、指導を始めたのです。それを

やっていくうちに、アマチュアの方が我々の発表の場が欲しいということになり、アマチ

ュアのジャズの発表の場ということでジャズ・フォレストというものを財団で始めまして、

それがずっと進化してまいりました。シティ・ジャズは、大通で行うプロの演奏会が非常

に注目されますが、今でもアマチュアの演奏の部分、それから青尐年のジャズ育成という

メニューで組まれております。そんな流れで、平成１９年から今のような大通公園のテン

トで興行的な要素も含めたジャズのフェスティバルという形になりましたが、依然として

アマチュアの方の出番もあり、道内を巡回したり、あるいは、小学校の子どもたちや、子

どものジャズの育成も含めてジャズ事業として成立しているところでございます。 

○吉見委員長 私から、二つ伺います。 

 一つは、７番、８番、９番の満足度の話です。回答を拝見した限りでは、例えば、評価

をするときに、一つは来場者で数えられるものはそれを数える、あとは、アンケートを取

れるものは取っているところもあると。アンケートの中で満足度を測るようなことを問う

項目があるかどうかはわかりませんが、今やっている、あるいは、今やっていないけれど

も、こういう形でやりたいというようなことがもしあれば、それをお聞かせ願いたいと思

います。 

 満足度というのは、例えば、今年はこうだったけれども、来年はもっと上げたいとか、

今年は去年よりも満足度が上がっているということが言えるかどうか。例えば、よかった

という感想が並んでいても、それは満足度を測れていないわけですね。ですから、そうい

う評価をするときに、今どういうことをやっているか、あるいは、やろうと思っているこ
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とがあれば、これらはさっぽろ雪まつりも、シティ・ジャズも、ミュンヘン・クリスマス

市もみんな関わっているかと思いますが、もしそういうものがあればお答えいただきたい

と思います。そういったものについては、今のところに特に記載がなかったように思いま

すので、お願いします。 

○総務局 では、クリスマス市から回答させていただきます。 

 アンケートは取っております。今、それではいけないというご指摘もあったのですが、

満足かというアンケートでは、昨年の例で申しますと５７％が「満足した」、４０％が「ま

あまあ満足した」、合わせますと９７％です。実は、高止まりでございまして、毎年同じ

ことを聞いておりますが、９５％を切ることがございません。さらに、また来たいかとい

う問いかけもしておりまして、昨年は９７％の「また来たい」という回答をいただいてお

ります。 

 これだけですとちょっと漫然としてしまいますので、満足しなかった理由も書いていた

だいておりまして、むしろ、こちらに着目して、より良いイベントにしていこうというこ

とに取り組んでおります。これまで、満足しなかったという尐数意見を取り入れて改善し

た点でいきますと、飲食用のテントを設置したこととか、かつては１２月１７日でやめて

いたのですが、なぜクリスマスまでやってくれないのかということで、開催期間を２４日

まで延ばしたこととか、オリジナルグッズがマグカップしかなかったのですけれども、も

っと増やしてほしいということで種類を増やすような工夫をしてきておりまして、これは

引き続き取り組んでいこうと思っております。 

○吉見委員長 ほかはよろしいでしょうか。 

○観光文化局 シティ・ジャズについては、アンケートを取っているのですが、実は良か

ったかどうかという項目はありませんので、とりあえず、次回からはそういうような項目

を入れていきたいと思います。 

 自由記載欄に良かったという項目を上げていただくことで把握はできるのですが、全数

調査ではないことと、どちらかというと、そこに書かれた意見を翌年度にどう反映するか

に意識が行っていること、また、どういう方が来ているかというマーケティングの部分が

中心になっているところがございますので、満足度も意識的に考えていきたいと考えてお

ります。 

○吉見委員長 満足度という書き方をしましたが、要するに、事業の目標が達成できてい

るかどうかです。確かに、ほかにどういう方法がありますかと問われるとなかなか難しい

です。事業によってそれぞれ物が違いますので、そのときの評価のやり方はいろいろ違う

のだろうと思いますが、皆様が行われる場合に、この事業だったらこういう評価をしてほ

しいとか、こういう評価の指標がありますということがあれば、それをお聞かせ願いとい

うことであります。 

 例えば、こういうイベントをやった場合に、どちらかというと、満足した人がアンケー

トを書きますね。もう来るものかと思った人は、多分、アンケートも書かずに帰ってしま
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うのです。ですから、抜き取り調査でもしない限り難しいところもあって、アンケートが

全てではないだろうと思っていて、そこを信用してしまってもいけないのかな、何かほか

にいい方法があったら教えていただきたいなというのが本音です。 

 それから、もう一つは、雪まつりに関する１０番、１１番がありますが、これは持続可

能性云々ということです。たくさんの人が来られているから今後も大丈夫でしょうという

ご回答になっていますけれども、市民として心配なのは、例えば自衛隊の縮小ということ

で大雪像をどうやって維持していくのか。現に、昔と比べると減っています。雪像は、増

えたわけではなくて、減ったり、作り方を変えたりしなければいけない。場合によっては、

それに対して市がいろいろな形で費用を負担していかなければいけないかもしれない。端

的に言えば、業者に頼んで大雪像を作ることになると、これは大変な費用がかかるだろう

とすぐ想像がつくわけです。そういう意味で、例えば真駒内会場もそうでしたが、自衛隊

の協力の縮小などによって雪まつりのイベント規模などがいろいろな形で影響を受けてき

たという経緯がありますので、そういう意味での持続可能性です。たくさんの人に来てい

ただけるけれども、できなくなってしまうようなこと、あるいは、縮小しなければいけな

いようなことがないのか、あるいは、今の段階で何か対策や将来へのビジョンをお持ちか

どうかという問いでもあったのですが、簡単で結構ですから、これについて何かお答えは

ありますでしょうか。 

○観光文化局 雪まつりの関係でお答えいたします。 

 ご承知のとおり、自衛隊による制作は減っておりまして、次回の雪まつりから３基から

２基に減ります。それに代用するために、今回、１基は商工会議所を中心として雪像を作

って補うこととしております。ただ、自衛隊の技術力はかなり高いものですから、新たな

１基は初めて作ることもあって技術的には未熟な部分がありますので、今回は雪上のオペ

ラを考えていて、それをセットにして魅力を維持していこうと思っております。 

 それから、将来的に自衛隊の協力がさらに縮小、ということもあると思いますが、隊長

を含めて、今、育成システムを検討しようと思っているところですけれども、基本的には

大通会場の大雪像は維持する方向で考えております。 

 以上でございます。 

○吉見委員長 ありがとうございました。 

 ほかによろしゅうございましょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○吉見委員長 それでは、次に移りたいと思います。 

 資料１につきましては、１３番から１５番まで、残り三つについてご質問をいただきた

いと思いますが、追加的なご質問等はございますでしょうか。 

○松本委員 １４番についての質問です。 

 運営の主体、仕方についてですが、ミュンヘン・クリスマス市、雪まつり、ライラック

まつり、サッポロ・シティ・ジャズ等々で、実行委員会型を採るか、札幌観光協会型をと
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るかでこのような違いがあるということはよくわかりました。正直、実行委員会型を採る

か、札幌観光協会に委ねるかによって、各々メリット・デメリットはあると思いますが、

今、このようにイベントごとに違う形態を採っている理由についてもう尐し説明をしてい

ただければというのが１点です。 

 また、市としては、現在の運用のやり方が一番望ましいというような評価になっている

のか、改善が必要というお考えでいらっしゃるのか、そこら辺について教えていただけれ

ばと思います。 

○総務局 クリスマス市について回答させていただきます。 

 先ほど経緯、経過などをご説明しましたように、どうしてもこれだけがやや特殊で、国

際交流イベントに端を発して、スタートはそのときに作った組織が母体になっておりまし

て、やはり、目的とするところがほかのイベントと若干異なっておりますので、一旦はこ

の方式で続けているところでございます。ただ、今後は、同時期に開催しておりますホワ

イトイルミネーションなどのイベントもございますので、そういったものとのシナジー効

果を狙った連携という部分については意識していきたいと考えております。 

○松本委員 そうすると、今の評価としては、当面は実行委員会型で、ほかの部分とうま

く連携を取りながら、というのがいいのではないかということですね。 

○総務局 そうですね。 

○吉見委員長 雪まつりは何かございますか。 

○観光文化局 次に、雪まつり、ライラックまつり等のお祭りの関係です。 

 こちらは、実行委員会形式を採っておりまして、実は実行委員会の中に主催団体として

札幌市と札幌観光協会と商工会議所が入っております。この３団体が入りまして実行委員

会という形態を作っております。今、主に札幌観光協会が事務局を所管しておりまして、

こちらはそういう意味で記載しております。 

 実行委員会形式が望ましいかというご質問ですが、札幌市全体でやることですので、こ

れが望ましいと考えております。 

 以上です。 

○観光文化局 シティ・ジャズについてですけれども、こちらも実行委員会形式をとって

おります。文化事業はいろいろございまして財団単独でやるものもございますが、実行委

員会形式を採れるということは、ほかからの協力が得られて広がりあるという証拠だと考

えておりますので、シティ・ジャズについても今の形態が望ましいのではないかと考えて

おります。 

○松本委員 私も実行委員会形式自体に疑問があるわけではないのですけれども、今、や

られている実行委員会形式で、ここが足りないとか、あるいは、こういうところに悩みが

あるというようなことがあれば、むしろ率直に教えていただきたいと思います。 

○観光文化局 雪まつりの関係です。 

 全体でやるという意味では確かにいいのですけれども、一部、収益事業といいますか、
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売店の売り上げとか協賛がありまして、景気の動向に左右されやすいものですから、いい

ときはいいのですが、最近は収益に尐し苦しいところがございます。 

 以上です。 

○吉見委員長 ほかにいかがでしょうか。 

○吉田委員 １３番のマネジメント人材についてお伺いしたいと思います。 

 お答えを見ると、まさにこういう人がいたらいいでしょうね、ということが書いてあり

ますが、正直、これを見る限り、目星はついていないということでしょうか。 

 昔、私もこの検討委員会に入らせていただいていて、やはりここが肝の議論でなかなか

難しいということだったのですが、それ以降、何か具体的に、例えばこういう人物だとい

う人がいるのか、もしくは、未知数なのか、教えてください。 

○観光文化局 市民交流複合施設担当課長の藤部と申します。 

 今のご質問については、アートマネジメントを担う方は、ここに書いてあるとおり、広

い能力を必要としておりますので、これを全て兼ね備えている方を探すのはなかなか困難

かなと考えております。ですから、例えば企画力が優れている方とか、ほかのマネジメン

ト力が優れている方を集めるのも一つの形になるのかなと思っております。 

 現状では、この人と言えるような方はまだ決まっておりません。 

○吉田委員 ここからは、質問ではなく、もしかしたら意見かもしれませんが、過去のい

ろいろなものを見てきて、映像、美術、音楽というジャンルで非常にこだわりを持って動

く方は何人かいらっしゃると思うのですが、やはり、ここはこれからの札幌のアートの中

核の公の場だと思うのです。ですから、いろいろな人を集めるのはいいと思いますが、個

人的なこだわりやつながりということではなく、その中でも非常に公な視点で札幌市のア

ートの未来を考えて公平にやっていける人材を早急にどうするかという議論をしていかな

いと、同じことの繰り返しになっていくのではないかと思います。そういう意味で、学識

経験者、有識者などで構成する検討会議はいいと思いますが、札幌市としての姿勢として、

こうあるべきなのだ、こういう人でないとだめだというところを明確に示されていくべき

ではないかと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○吉見委員長 私から、先ほどの１４番に関係するところです。 

 この質問の見直しというか、さきの運営母体の話もありましたが、一見して市とかお祭

りとついているものが多いわけです。一般的に祭りというのは宗教に関係しているものが

多いので、札幌でもいわゆる札幌まつりというのは神社の例大祭という形ですから、必ず

しも市が運営委員会を作ってやるものでもないのかなと思います。そういう中で、雪まつ

りにしても、ＹＯＳＡＫＯＩソーランにしても、いろいろな立ち上げ方があって、そこに

市が入って大きなイベントに仕上げていくということは必要だと思います。ただ、お祭り

という形で継続していく中では、どこかで役所が手を引くと。まさにお祭りですから、市

民あるいはほかの母体がやりたくてやるという形に、普通はどこかでそうなっていくのだ

ろうなと思います。しかし、そうなっていかないのはなぜか、あるいは、すべきでないの
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か、何らかの形でかかわらなければいけないのか。 

 先ほど雪まつりの話でお尋ねしたのは、雪まつりをやらなければならないとなると、自

衛隊がだんだんいなくなれば予算も余計に必要になってくるかもしれない、だから、維持

を考えると、もしかすると市の関与はより大きくなるのかもしれない。逆に、それ以外の

ものについては、大通公園を使っているものが多いので、もしかすると大通公園の場所貸

し料を取ることになるかもしれなくて、市が関与するとか、お金を出してやるイベントは

だんだんなくなっていくのではないかなとも想像したわけです。 

 ただ、どうもそうでもないような話でもあったので、特にお祭りイベントに関する市の

関与の必要性について、できればなくしていきたいとか、いろいろな方針、考え方がある

と思いますが、そのあたりはいかがでしょうか。 

○総務局 クリスマス市からお答えさせていただきます。 

 まさに、委員長のおっしゃっている部分もございまして、クリスマス市は、実は今回で

１３回目を迎えますが、２００７年の１，０５０万円という補助金を頂点に、今年度は８

００万円ですから、この７年間で３５０万円ほど、割合にして３０％ぐらい減らしてきた

経過がございます。それは、今、委員長がご指摘されたようなに、本来、そこで祭りをや

ってもうかる人たちがお金を出し合ってやっていくものではないかといった観点からです。 

 一方で、では、ゼロになるかというと、それはなかなか難しいのかなと思います。一つ

には、いろいろな制約をつけた中でのクリスマス市だからです。一番制約を付けているの

は売る物です。クリスマスに関連するもの、ドイツ文化に関わるもの等々ということで、

例えば飲食物でも、時々、肉まんを黙って売っているので直ちにやめさせるとか、ラーメ

ンのような汁物とか串物を売っていいかと言われても絶対にだめだといった管理がござい

まして、自由な商売をしていただいているわけではございません。また、時期も雪が降り

始めの１１月末から１２月２４日までで、この時期でないとクリスマス市が成り立たない

ものですから、時期的な制約もかけた上での市になっております。そういったことで、や

はり自由にやってくださいと言うと何の市だったのかわからなくなってしまうと意味で、

一種のブランド管理といった部分では関与していくべきだと考えております。 

○吉見委員長 今の関与はよくわかるのですが、関与することと市が費用を出さなければ

いけないことに関連性がありますか。 

○総務局 例えばリターナブル食器一つを取ってもそうですが、この時期にこういうもの

をこんなふうに売ってくださいという制約をしていく中だと、正直、実際にはどうしても

収支が合ってこないところがございますので、その足りない分を市が補塡していかざるを

得ないというのが現状です。 

 仮に、本当にこれがもっと盛んになって完全に市が口を出すだけだと、大通公園を貸す

以上はこういう制約の中でやりなさいという管理ができるような状況になればあり得ると

思いますが、ここまで運営してきた中では、今の時点ではそういう状況はなかなか見通せ

ないかなというふうに感じております。 
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○観光文化局 お祭りの関係です。 

 まず、雪まつりで申し上げますと、委員長がおっしゃったように、雪像の部分について

は市がある程度関わっていかざるを得ないと考えております。民間の方であれば、景気動

向によって雪像ができないことも当然出てきますので、技術の継承という意味でも安定的

なものが必要と考えております。 

 ほかのお祭りは、今も尐しお話がありましたが、収益の部分が必ず必要になってきまし

て、収益のみで祭りを維持していくのは今のところ現実的ではないと考えておりますので、

ある程度の市の関与は必要と思っております。ただ、民間の力を活用するのは非常に大事

と考えておりまして平成２２年から２４年まで札幌観光協会に事務を移管しまして、でき

るだけそちらの力を出せるようにやっております。 

 以上です。 

○観光文化局 シティ・ジャズに関してです。 

 そこにも記載させていただきましたけれども、４億５，０００万円という事業費の中の

８００万円ということで、非常に尐ない関与かなと思っています。ジャズは興行としてな

かなか成り立ちにくい中で、多尐の税金も入れながら、先ほどもお話したとおり、フェス

ティバル、いわゆる興行の面と教育の面、それからアマチュアの振興というものをセット

でやってきておりますが、年々、市の関与、負担金は減らしてきております。ですから、

当然、市が直接的に関与してもいいだろうという育成やアマチュア支援の部分も、このフ

ェスティバルをやることで賄われている側面がございます。我々としては、できる限り縮

小の形を考えて、ほかで稼いでそちらのほうに回すということを何とか維持していきたい

と考えております。 

○吉見委員長 ありがとうございます。 

 ほかによろしいでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○吉見委員長 それでは、資料１が終わりまして、資料２です。 

 これは、専ら博物館の関係ですが、１番、２番とナンバーを振っておりまして、これに

つきまして進めたいと思いますけれども、何かご質問等はございますでしょうか。 

 これは、なかなかお答えが苦しいところかなと思いながら回答を見ていたところであり

ますが、一番最後に、時期・場所は未定であり、庁内で検討中とありますので、この質問

にストレートに答えれば、今の段階ではわからないということになるのだろうなと思いま

した。つまり、ある程度の目算が立ってやっているのか、それとも、そうでないのかとい

うことが知りたかった部分でもあると思いますので、その意味では、今の段階でこの事業

については目算が立っていないということなのか。そういうときにどう判断したらいいの

か、私もよくわかりませんけれども、それでもこの事業費は、毎年毎年、わずかでもつけ

ていかないとつながらないという種類のものなのか、そうだとすると極めて特殊だなと思

うのですが、いつまでそれをやるのだろうかと。さらに、これは、今年度中の計画策定を
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予定していると回答の中にありましたので、すなわち、これをやる、やらないを含めて今

年度に決めるということが書かれていると理解していいのか、今、私がお話をした理解で

いいのかということを含めて、このあたりをもう尐し明確にしてほしいのですが、いかが

でしょうか。 

○観光文化局 博物館につきましては、そこに記載しておりますとおり、昭和６１年から

検討を開始してきております。一旦、いいところまで行ったのですが、行革の流れで箱物

の建設中止というあおりをくらって、今は止まっております。 

 ただ、博物館と申しましても、展示する機能、調査研究する機能、教育普及の機能があ

ると思います。今は、一部に調査研究もありますけれども、教育普及にお金が行っている

という理解をしていただきたいと思います。我々は、何とか博物館という箱物を作って展

示機能をやりたいということが念願なのです。上田市長の３期目のマニフェスト並びに中

期計画で博物館検討というのがどんと付きましたので、今の４年間は、もし博物館をつく

るとしたらどういう中身になるかという基本計画をつくって、当然、その最後に場所を決

めて作っていいよね、という判断を庁内からもらってゴーサインとなります。今はその直

前まで来ている段階ですが、博物館建設の是非というは依然として庁内でもございまして、

今まさにその部分を議論している最中とご理解いただければいいかなと思います。 

○吉見委員長 教育普及というお話がありましたが、具体的にどういうことをするのでし

ょうか。 

○観光文化局 博物館学芸担当課長の古澤でございます。よろしくお願いします。 

 教育普及につきましては、平成１３年以降、これまでの数字で言いますと、例えば体験

学習事業ですと８０回以上実施しておりますし、博物館のフォーラムとか講演会など定期

的に実施しているものがございます。 

 博物館建設構想推進事業費と言いますと、構想を組み立てる事業に毎年お金が使われて

いるというイメージがございますが、実質は平成１３年以降にオープンしております博物

館活動センターの事業費でございまして、建物はありませんけれども、博物館事業をやっ

ております。その中には、札幌の独自性を解明していくための調査研究もありますし、そ

れから、資料の収集、保存という事業もやっております。もう一つは、今言ったような教

育普及事業のさまざまな事業を展開して、それをずっと継続的にやっているというのがこ

の構想推進事業費でございます。 

 ただ、どうも名前と事業内容が一致しないということで、今年度から博物館活動センタ

ー事業費と名前を変えて実施しております。これまで、例えば調査研究部門ですと、札幌

の独自性を解明する自然、歴史、文化の研究のための基礎的資料として実物資料を６万点、

文献、書籍類を３万点ほど収集、保存しておりまして、およそ札幌の独自性を解明するこ

とのできる調査研究のための基礎的資料が揃いつつあるかなと考えております。 

 また、市民活動につきましても、市民を取り込んだコンソーシアムや定期的なフォーラ

ムを開催しておりまして、来月で２９回目になります。あるいは、ボランティアを中心と



 - 21 - 

して、独自の自主的な調査研究事業、あるいは、展示なども自主的に開催していくような

市民グループもございます。そういう独自の市民活動も軌道に乗りつつあるところなので、

それを今後ますます拡充、発展させて、できればこれからの博物館の中でそういう事業を

継続的に展開していきたいというのが我々の考えているところでございます。 

○吉見委員長 博物館そのものの策定は、先ほどのように、一忚、今年度にある程度の結

果が出てくるということでしょうか。 

○観光文化局 今、出したいという目標で進めているところです。 

○吉見委員長 この件で、ほかに何かございますでしょうか。 

 よろしいですか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○吉見委員長 ありがとうございます。 

 これまでの全部を振り返りまして、追加でご質問はございますか。 

 よろしゅうございますか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○吉見委員長 ありがとうございます。 

 それでは、ヒアリング（質疑忚答）を終わりたいと思います。 

 所管部局の皆様、どうもお疲れさまでございました。 

 所管部局の皆様には、ここでご退席いただくことになります。 

 本当にありがとうございました。 

 

〔所管部局は退室〕 

 

○吉見委員長 この後は委員の意見交換（論点整理）となりますけれども、座席の変更を

行いますので、休息に入ります。 

 

〔  休     憩  〕 

 

  ３．委員による意見交換（論点整理） 

○吉見委員長 では、再開して、意見交換に入りたいと思います。 

 どこからでもコメントや意見をいただければと思いますが、いかがでしょうか。 

○山崎副委員長 全体として、これも昨日の防災と同じようなコメントになってしまうの

ですが、やはり、札幌市は多岐にわたっていろいろなことをやっていらっしゃるのは非常

によくわかりましたし、幾つかの事業がそれぞれの意味を持っていることも十分に理解で

きました。ただ、個々にヒアリングをしたり詳細を検討していく中で気になったのは、例

えば来場者数が増えていることは大変素晴らしいことですけれども、そうした量的拡充を

どういうふうに質的な向上につなげていくのかというところにもう尐し工夫が欲しいとい
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うことが改めてわかりました。 

 やはり、えがお指標を拝見していても、満足度はもう９０％といった高い数値を維持し

ています。そうしたところに到達していて、これを９０％から１００％に伸ばすのはほと

んど厳しくて、逆にこれを維持するだけでもいいわけです。しかし、９０％を達成してい

るからいいでしょうという話で終わるのではなくて、繰り返しになりますが、だからこそ、

観光客の満足度や落ちるお金という部分で観光政策やＭＩＣＥの質をどう高めていくのか

という工夫を日々の施策や事業で見せていって、また、それを毎年ちゃんとフィードバッ

クしていくような施策を全体としてやっていく必要があるなと、今日のヒアリングを通じ

てそういうことを非常に強く感じました。 

 もう一つ、細かいことを言うと、委員長がいろいろご指摘されていることを聞いていて

わかったのですが、ミュンヘン・クリスマス市は、そもそも始めたときには文化交流事業

で、実は意外とヒット作だというのはすばらしいです。ただ、市の国際関係の部局がやっ

ているのであれば、札幌市民の中でドイツやドイツ人に対する友好や理解が高まったとか、

もっと言うと、北大生を含めてドイツに留学したいと思う学生が増えたとか、そこまで行

くのであったら８００万円出して、人工を０．５出してきちんとやっていくというところ

があるわけです。経済波及効果はすごく大事なことで、それはすばらしいヒット作だと思

いますが、そこを重点的に考えて商業目的で頑張るのであれば、人工の部分や８００万円

という事務局の負担金はもう尐し見直していく余地があるのではないかと特に思いました。 

 ただ、これは、札幌市全体の財政がもし北海道のように厳しくないのであれば、目くじ

らを立てて、これもだめ、あれもだめとか、やめなさいということをあまりやり過ぎると、

かえって札幌市が寂しくなってしまうところもあります。 

 そこら辺は全体との見合いですけれども、私は、とにかく１円でも尐なくしなさい、全

て民間委託にして任せなさい、どんどん全てやりなさいとまで申し上げるつもりは全くあ

りません。でも、公的関与があるのであれば、公共性をきちんとあらわせるような成果指

標なり説明を対外的にきちんと出せるようなところをさらに工夫し、重視してほしいとい

うふうに思いました。 

 以上です。 

○吉見委員長 ありがとうございます。 

 後段は、同じような感想ですね。 

 山崎副委員長が一番ご存じだと思いますが、やはり、事業を始めると撤退が難しいので

すね。役所は、特に撤退が下手くそですね。つまり、計画を持って何年ぐらいには自立し

てもらおう、自分たちは手を引こうということは、端的に言えば自分たちの仕事がなくな

ることなので、細々でも何とか残そうというふうにします。そうすると、別の目的がいろ

いろと出てきてしまって、新たな目的をいろいろ付加して、このためにまだ要るという形

になってくるような気もします。 

 だから、お祭りに関して、ほかのものも含めて言いましたが、お祭りは、最初は難しい
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かもしれないけれども、軌道に乗ってくるとお金がもうかることも多いので、勝手に動い

ていくものではないかなという気もしています。ただ、ここで手を引いてしまうと、せっ

かく育ったものがなくなってしまうよ、ということだとまさに元も子もないので、そこの

見極めですね。しかし、お金の面で何かしらの関与をずっとしていると、額にもよります

が、逆に言うと、そこに頼り切ってしまうところも出なくはないです。札幌の場合は、も

ともと伝統的なお祭りが尐ないところだからかもしれないけれども、いろいろなお祭りや

イベントは自治体に頼っている感があるなという気が何となくしました。もっとも、関与

の度合いは違いますけれども、ほかの都市でも大なり小なりはこういうことがあって、直

接、お祭りの実行委員会に対してお金を出すかどうかは別にして、イベントをするにはど

うしても費用がかかりますから、そういう支持は必要なのかもしれません。 

 ミュンヘン・クリスマス市は、今のお話ではないけれども、国際交流の面と、観光とい

うのか、まさに楽しみましょうという面と、もとの成り立ちがそうなのかもしれないので、

その結果、今でも二股がかかっているような感じでしたね。 

○山崎副委員長 もっと言うと、二股でもいいと思うのです。しかし、経済的、冬の観光

だけが特化して、そこだけで評価するのはいかがなものかということなのです。 

○吉見委員長 評価の場合に、ということですね。 

○山崎副委員長 札幌市が関与する事業であるならばと。経済的な部分だけなら、札幌市

の関与をもっと見直していくことが必要ではないかと申し上げたかったのです。 

○吉見委員長 そういうことですね。 

 ですから、評価に関しても、これも昨日と似たようなところがあるけれども、自分のと

ころではなかなかうまく評価できていないなという感じがします。つまり、それぞれの部

局で、事業の目的と照らし合わせた上で目的がどういうふうに達成されているかという観

点での評価はなかなか難しいです。 

○山崎副委員長 全部９０％以上ですから、全てうまくいっているのです。 

○吉田委員 まさに、今、委員長がおっしゃったことで、札幌市は何をすべき役割なのか。

お話を聞いていてすごく思ったのは、多分、皆さんは大変過ぎて１個１個になってしまっ

ていて、生かし切れていないなと。私はどうしてもプロモーションという視点から見てし

まうのですが、プロモーションの予算としてはとても小さくて、これをもっと減らせとい

うのはひどく難しいです。だけど、もしかしたら、同じ予算でも、同じ人材でも、同じチ

ャンスでも、もっと生かし方があるのです。尐ないお金の中でいかに効果を出すかという

ことを考えるには、本来の目的をいま一度見つめ直すことだと思うのです。委員長が追及

していたスマイルのバッチの意味は何だったのか、ミュンヘンは何だったのか。私が愕然

としたのは、ここまでの成功を何でミュンヘンに売り込まないのか、本当にびっくりしま

した。皆さんが忙しい余り、本来の目的が何かを確認せずに、イベント１個１個を成功さ

せよう、その評価は、結局、来場者数であったり、経済効果になってしまう。しかし、本

来は違ったのです。札幌市というのは、ビジョンを示す役割ではないですか。具体的なこ
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とは民間の下々にやらせてくださいという感じです。本来、市長がビジョンを示し、それ

をより具体化して示すのが各部門の人たちであり、それを言い続けることが札幌市の役割

のはずなのに、１個１個のイベントの成功とか来場者数に捉われなければいけなくなって

います。それは、そこで評価しようとする市民や私たちも悪いと思います。でも、本来は

そうではなかったということをいま一度見つめ直していただいて、１個１個の事業の本来

の目的は何だったのか、今、委員長たちがおっしゃったように、評価の仕方自体を変えて

いくことが必要になるのではないかと思います。 

 今回は、ぜひ、市の方とそのあたりをやれたらいいのではないかと思います。しつこい

けれども、プロモーション費としては本当に尐ないぐらいだと思いますし、よくやってい

らっしゃると思います。でも、もったいないのです。そのために、やはり、生かす、つな

げるということが必要になってくると思います。 

○改革推進部長 その辺で象徴的なのは、委員長がかなりサッポロスマイルのことについ

て誘導されて、やっとああいう答えが出ていたことです。 

○吉田委員 そうですね。委員長は本当に誘導していたと思います。 

○吉見委員長 誘導しました。 

○吉田委員 わかっていらっしゃるのだと思いますが、それを言っていないということか

なと思いました。 

○行政改革担当課長 我々の認識では、スマイルロゴは「アイ・ラブ・ニューヨーク」を

目指すということです。それを目指すためには何をやるのかというと、本当に委員長がお

っしゃるように、我々だけが着けていたのでは意味がなくて、このロゴをもっと広めてい

って、いろいろなものと結びついて海外に発信されていくことまでやらないと、きっと本

当の意味が出てこないのですね。 

○吉田委員 物すごく具体的なことを言うと、例えば、プロポーザルのときに仕様書が出

ますが、本当はあの仕様書ではだめなのではないかと思います。本来、これをなし遂げた

いのですということがもっと明確に、しかも、ぶれることなく示し続ければ、その手法を

考える業者やアイデアマンは幾らでもいるだろうし、予算も同じですね。でも、パンフレ

ットを作ってください、来場者を増やすためですと言われてしますと、もう限定されてし

まうのです。だから、本来の札幌市として示すべきものは何だったか、すごい原点の話で

すけれども、そこが示されると全てが変わってくるのではないかと思います。示している

けれども、多分、その部署、部署でばらけているのではないかという気がします。 

○行政改革担当課長 吉田委員がおっしゃるように、これは何のためにやっているのかと

いうことが非常に重要です。もともと役所は成果指標という数値化されたものがない時代

があって、常に定性的な評価しかできなかったのです。しかし、ここしばらくは、何せ、

数値の目標を立てないとだめだ、そうでないと予算をつけないというように延々となって

きて、それで数値化がされてきたと思います。では、本当にそれでいいのか、その目標の

ためには今もその数値でいいのかということは常に問い直さなければいけないのだけれど
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も、一度、そういう数値を作ってしまうと、とりあえずはそれでいいということになって

しまっているのかなという感じがします。 

○吉見委員長 来場者数も、本当は、来場者の目的を細かく捉えられるようになってくる

と、今、課長が言われたような話につながっていくのだと思います。つまり、何でここに

来たのかがわからないままに人数だけ積み上げていても、我々の目的に沿った形で来てい

ただいたのかどうかはわかりません。その目的で来てもらえた方が、その目的を果たして

帰ったのか、つまり、満足して帰ったのかということですね。 

 確かに、数字の取り方も変えていく、あるいは、細かく分析していくような取り組みと

か工夫があるとわかりやすのですが、おっしゃるように、一旦、決まってしまうと、それ

がずっとそのままになってしまうことはあるのかもしれないですね。 

○行政改革担当課長 当然、来場者数とか観光客数もそうでしょうけれども、実は人数の

先があるわけです。人に来てもらってお金を落としてもらいたいのか、違う目標があるの

か、尐なくともそこまでは行かないとだめかなと思います。 

○松本委員 やはり、札幌市が何を目指しているのか、ちょっとよくわからないところが

あります。多分、一つ一つのイベントはそれなりに成功しているものもあれば、周知され

ているものもあります。例えば、雪まつりなどは会場でお金を取っていないですね。 

○吉見委員長 入場は無料です。 

○松本委員 だから、どちらかというと、民間が負担するお金の中で雪像の部分を札幌市

が補助するのは、それなりに合理的ではないかとは思います。お金にならなくても、これ

は市がやるべき事業だということでやっているなら、それでも全然よしだと思いますが、

いかんせん、どうしても行政の仕事はこれだけのお金でこれだけの効果を生み出したいの

ですというような思考になりづらくて、ただ単に去年の予算はこうだから今年もこれだけ

にしていますという感じかなという印象を持ちました。 

 とにかく、各々のイベントはそれなりの規模でそれなりに回っているのかなという印象

を持った反面、札幌としてどう売り込みたいのか。それは効果的なブランドイメージとか

効率的な戦略ともかかわりますけれども、それが見えませんでした。例えば、「古都京都」

とか「大阪の食い倒れ」みたいなキャッチーなフレーズが見つからないのだと思いますし、

絶対にそういうキャッチーなフレーズをつけてくださいとまで言うわけではないですが、

とにかく各イベントがただばらばらにあって、札幌シティプロモーションと言うけれども、

結局、何をしているのか、よくわからなかったなという印象を持っています。 

○吉田委員 結局、サッポロスマイルがもったいないのですよ。本当だったら、サッポロ

スマイルをキャッチコピーにしたくてやっているのではないかと察するのです。ところが、

サッポロスマイルの目的と定義と使い方がきちんと提示されていないがゆえに、さっきの

委員長とのやりとりのようになってしまうのです。 

 それから、市民に対してと観光客に対してのアプローチがまじり合っているのです。そ

れは、本来、きちんと分けて考えるべきことであり、そして融合すべきことなのです。本
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当は、さっき、もう一つ、これを聞いたらかなり厳しいかなと思って聞かなかったことが

ありまして、市民と観光客にはどのような割合でどんなことをやっているのかと聞きたか

ったけれども、多分、それはやれていないのですね。サッポロスマイルで行くのだったら、

ここまで来たのだから、もうとことんやるしかないと思います。だとしたら、いま一度、

民間も交えてやり方を検討していくべきだし、尐なくとも市役所の方に聞いたら全員が答

えるようにならないと難しいですね。 

○松本委員 例えば「くまモン」とか奈良の「せんとくん」みたいに、あれで観光客を呼

びたいのだとか、あるいは、札幌の農産物などの商品全部にロゴをつけて対外的に売って

いきたいとか、明確な戦略のもとにサッポロスマイルがあればそれはそれでいいのかなと

私は思います。ロゴは悪くないとは思います。 

○吉田委員 意味が打ち出されていないので、重要度がわからない。でも、さっき申し上

げたように、企業は敏感なので、いいなと思ったら使うのですよ。ですから、あれはすご

く可能性があるなと私は個人的にすごく思っているのです。 

 だけど、バッチをどうやったらもらえるかわかりません。個人的に下さいと言ったら、

今度ねと言われて、忘れられました。 

○吉見委員長 多分、市民が窓口に行って、下さいと言ったらどんどんくれるというもの

ではないですね。 

○行政改革担当課長 売っています。 

○吉田委員 どこで売っているのですか。 

○推進担当係長 １階の元気カフェです。 

○行政改革担当課長 元気ショップでも売っています。 

○推進担当係長 １個４１０円です。 

○山崎副委員長 意外と高いですね。 

○行政改革担当課長 木のものは６２０円です。 

○吉田委員 だから、区役所で住民登録したら必ずくれるとか、住民の証みたいにするぐ

らいにやるべきことだと思います。 

○吉見委員長 売ってもいいけれども、もっと安くしてたくさん買ってもらうと。これは

食べられるわけではないので、多分、買った人は何かに使うでしょうから、それも宣伝費

ですね。これを４００円で売ってもうけようということではないですよね。 

○行政改革担当課長 そうだと思います。 

○吉田委員 母子手帳と一緒にあげる、入学式にあげる、全部のチャンスであげればいい

のだと思います。例えば、オリンピック誘致のイベントには、サッポロスマイルをつけて

集まろうとか、何もかもこれにするぐらいでないと、多分、一生このままになってしまい

ます。でも、そのぐらいできるいいことだと思いますし、マーク的には成功していると思

います。 

○行政改革担当課長 実は、どこで買えばいいか、どこで手に入るのかというのは、市民
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の声を聞く課に問い合わせがありました。 

○吉田委員 事あるごとにあげればいいと思います。 

○行政改革担当課長 我々も、どこで売っているのか、よく知らなかったというぐらいの

ものです。 

○吉見委員長 やはり、そこに問題がありますね。そういうふうにしてやるのであれば、

市民に買ってもらったり、認知度が上がったのであれば、その認知度を利用して市民に使

ってもらわないといけないですね。 

○松本委員 私は、あれはもっと対外的なものかと思っていました。というのも、私は、

この前、ＭＩＣＥの補助金を使って札幌弁護士会で国際会議をやったのです。そのときに、

札幌市の国際プラザからサッポロスマイルが載った小さなうちわをパンフレットの中に入

れてくださいと言われたのです。もしかして、エアコンを下げてということとセットかも

しれないのですが、もらったので、あれは対外的に札幌をアピールするロゴマークなのか

なと思っていました。 

○吉田委員 どっちにも使えますよね。市民がウエルカムにもできるし、誇り的にもなり

ます。さっき、きのとやの話をしていたけれども、そういう働きかけがあれば、例えばス

イーツ王国ですから、洋菓子店みんなで札幌の洋菓子をつくってカフェを売ればいいだろ

うなと思いました。でも、それは、意味と働きかけですね。意味さえわかって、共感でき

れば動く人はいっぱいいると思います。予算をばらけさせないで、そこに集中して、まず

はサッポロスマイルを打ち出すことも観光全体として考えていくと。 

 防災と違って、予算以上の効果を生み出せるのが観光事業だと思います。防災だと、毛

布何百個買ったら幾らと決まっているけれども、唯一、観光とかこういうプロモーション

というのは、予算はこれだけだけれども、何千万円、何億円もかけたような効果につなが

ることがあると思います。そういう意味では、もう尐し集中して今回はこれに特化すると

いう議論がなされもいいのではないかという気がします。 

○吉見委員長 札幌として売り物がたくさんあるのはいいことですね。それをどんどん増

やさなければいけないと私は思います。ただ、さっきのお祭りと同じことだけれども、最

初に火を点けるのは役所でなければいけないことがあるかもしれませんが、ある程度燃え

たら、それはひとり歩きさせて、次の火種を探すことをやらないと、いつまでも火を燃や

すために燃料をくべ続ける役割をやっていると、いろいろなことがあって本当に手が回ら

なくなります。 

 やはり、人口減尐時代では、できるだけ外の人たちに来てもらう、住んでもらわなくて

もいいから、とにかく来てもらうことによって、事実上、経済的な規模を維持するという

ことができます。ロンドンには、約１０万人でしたか、５万人でしたか、それぐらいの日

本人がいるそうですが、それは観光客を入れてのことなのです。つまり、住んでいるとい

う意味ではありません。観光客が増えて、常時そういう人たちがホテルの部屋に５万人、

１０万人と滞在していれば、それは札幌の人口が増えたのと同じなのです。その人たちは
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お金を落としてくれますからね。そのためには、そういう人たちが来ようという魅力をど

んどん増やさなければいけなくて、そういうことがもう必要だと思います。今、都市同士

がそういう競争をしていると思いますね。 

 シティプロモートについては、総じて言うと、やはり、自らの事業目的を確認した上で、

それに忚じた形での評価ができるように思考しなければいけないということがあるだろう

と思います。 

 それから、観光ですけれども、札幌が独特なのは、大通公園を使うイベントが多いこと

なのです。公園を結構使っていますが、これは極めて特殊です。というのは、都市公園法

があるので、基本的に公園は使えないのです。札幌は、よくわからないのですが、それを

よく使っています。この前もここでお話ししましたが、そういうことがあります。ですか

ら、お金で関与するかどうかは別として、やはり、大通公園という大事な資産を使ってそ

こにこれだけ人が集まれる、そういう場所があるということは大変な価値があります。市

が会場を持っていて、いわば大家ですから、その大家がいろいろなイベントに貸せる立場

にあると考えると、全く無関与だというわけにいかないと私は思います。ミュンヘン・ク

リスマス市のときもお話がありましたが、札幌市の関与はあっていいと思うし、必要だと

思いますが、それは、やはり札幌の顔であり集客力があるようなものに使ってもらうこと

が原則ですし、いつまでも大会の運営のためにお金を払うということでは必ずしもないと

思います。それとこれはちょっと違うかなと思います。運営費のためのお金はだんだん撤

退していくかわりに、安全・安心に、そして、札幌の笑顔を崩さないようなイベントとし

て維持するためにお金を使うのは大事だと思います。例えば、ミュンヘン・クリスマス市

全体の運営のためにお金を出すのではなくて、今日のお話であれば、リユースをするため

のお皿は業者が洗いなさいと単純に言ってもそれは大変ですよという話になるから、そう

いうところは市がお金を出して補助しようということだったら、それは目的とお金の支出

がはっきりしていると思います。しかし、まとめてしまって協賛金としてぽんと出すよう

なことはどんどん減らしていかなければいけないのかなという気がします。 

○松本委員 ミュンヘン・クリスマス市は、私の中では、いろいろなお店が割と並んでい

るだけとまでは言いませんが、そんなイメージで、９４万人も集客があるならば、札幌市

のお金を止めても回るのではないだろうかという気がしたのです。あの８００万円はどこ

に使われているのでしょうか。 

○吉見委員長 先ほどの説明ですと、例えば、お皿を洗ったりとか、新しい体験型のイベ

ントみたいなものを始めて、それは参加人数がまだ尐ないという話をしていましたね。ミ

ュンヘンあるいはドイツの文化を知ってもらうために、小物をつくってもらう体験型のイ

ベントだそうですが、それはまさに国際交流で、その部分についてお金を出す話ならまだ

わかりますから、そういうふうに市が参加するならいいと思います。 

 ただ、実行委員会をつくって、そこに市なり市の所管団体などが入って直接的、間接的

に運営費が出ていくというスタイルは、こういう形で大きくなればなるほどその部分は縮
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小していって民間に任せていく、ただし、市は大通公園を使うイベントとして適切かどう

かというチェックすることは必要だと思います。 

○吉田委員 やはり、かけたお金の効果だと思うのですよ。さっき初めて知ったのが、あ

の食器の仕組みはドイツからだったのだと、それを知っていたらプロモーションとしては

もっといいですね。でも、言っているかもしれないけれども、それは余りアピールされて

いないと思います。ですから、同じ１００万円をかけてやりましたということが、ただの

食器のリニューアルに使われた１００万円なのか、その意味を市民に伝えて、そうか、ド

イツの文化を札幌市が紹介しているのだというプロモーションにつながって１００万円な

のかということが大事だと思います。ですから、同じ予算、同じチャンスを生かしていく

ことをもっと追求していけばいいと思います。 

○吉見委員長 これも、ほかのところとの関係もあって、例えば今のようなお皿を洗うと

いうことを市が中心になってやるのだとなれば、環境に対する問題とか、リユースの問題

がかかわるので、ほかの部局がやっていることとの関連性も見なければいけなくなってき

ますね。では、こういうことをやって、ドイツはすばらしいことをやっているではないか

というふうに札幌市が言うのであれば、札幌市も、これから先は、もう使い捨ての紙皿を

使ったりせずにお皿を洗うような方向に行きましょうと市民に言っていくとか、そのよう

なことまで含めてやるのかというと、必ずしもそうではないところもあります。ですから、

全体のポリシーとしてちゃんと整合性があるかどうかということにもなりますけれども、

多分、そこまでは考えていないと思います。 

○吉田委員 でも、イベントだけでも伝え方だと思います。ドイツ風チャレンジでもいい

し、あくまでやってみようよと。何でと言われたら、ドイツの文化のこうだからですと。

さっきは、本当にへえっと思ったので、そうするとやった意味が２倍になりますね。 

○吉見委員長 そうですね。 

 ほかにはどうでしょうか。 

 博物館は難しいですね。 

○石川委員 言うかどうか、僕はかなり迷ったのですけれども、博物館という話題になっ

たときに、今、子どもを連れていこうかというと札幌には北大ぐらいしかないなという感

じなのです。全く自由な発想で考えれば、作ろうとしているのなら北大の一部を間借りし

てでもつくればいいのではないかと。ただ、いろいろなものを見てくると、そんなのは現

実的でないということは答えとしてだんだんわかってくるのですが、昨日の話ではないけ

れども、タブーなく議論をするということを提案したいなと思います。ただ、さっきの場

で言ったところで、これは全く雲散霧消する話だなと思って言いませんでした。本当はそ

ういうことを言う委員会でもありたいけれども、文章にもしづらいなという感想です。 

○吉田委員 今の博物館のお話で、私ももし勝手なことを言えるのだったら、博物館活動

センターと言っている限り、市民の賛同は得られないなと思いました。でも、これをよく

読んだらアイデンティティーではないですか。札幌市に暮らす人が自分の生きているまち
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の自然との共生とか本来の姿を探っていこうというなので、正直、本当にプロモーション

が下手だなと思いました。博物館と付かなければだめなのかもしれませんが、もしこれを

盛り上げたいのだったら、プロモーションの視点をもっとラフに話し合っていって、博物

館構想なんて言わずに、例えば「仮称札幌市民アイデンティティーセンター構想」と。そ

れは何と聞かれて、自分たちのルーツを見られる場所があったらいいと思わないと言われ

たら、いいなと思うのではないでしょうか。観光とかプロモーションに関しては、そうい

う発想で語り合えるような場をつくっていかないとだめだと思います。 

 私は、いろいろな委員会に呼んでいただくのですが、専門家の方が来て割と真面目に話

し合うのですね。これは、良い面と、その発想では伝わらないという面も多分あるのでは

ないかと思いますので、委員会自体も、もう尐し違う視点で新しい発想を入れられるよう

な構成にするとか、そういうところからの改革があるかなと思いました。こんなことはで

きないのかもしれませんが、そういうことをやっていかないとこの時代の流れにはついて

いけないのではないかという気がします。 

○改革推進部長 まさに、市民交流複合施設のところでおっしゃっていたように、専門家

の方々が集まると、確かに、そういう面はあると思います。 

○吉田委員 同じようにとなると、もう限度かなという気はします。それはそれで大事な

のですが、この事業に関してはプラスアルファの発想力が必要だろうなと思います。 

○改革推進部長 博物館の庁内議論についてはいろいろあって、場所がどうこうというの

は、いろいろ模索はしております。 

○松本委員 方向性としては作るけれども、土地とかを含めると予算の関係でめどが立た

ないということですか。 

○改革推進部長 多分、要らないだろうという人はそんなにいないと思います。 

○吉田委員 図書館は、すごく改革していますね。図書館との一体化などは議論にならな

いのですか。 

○改革推進部長 図書館に関しては、今、北１西１に再開発ビルが建ちますが、あの中の

市民交流複合施設にいわゆる都心型の図書館を考えていて、そこに入ってきますので、ス

ケジュール感が合わないのです。北１西１はもうそろそろやり出します。 

○吉田委員 埋蔵文化財センターと言っていますが、図書館のところに縄文式土器とか発

掘されたものがいっぱいありますね。あれと博物館は別なのか、一部になるのか。 

○改革推進部長 できたら、あのあたりのものを一緒にすることになるのではと思います。 

○吉見委員長 博物館自体に対しては、賛成かどうかは別にして、ほかの文化施設と同様

に、反対と言うのは微妙なところがあると思います。これも、先ほどから出ているように、

本当は今の時代にどういう目標を持ってやるのかということを考えなければいけないので

しょうね。それがどうも明確ではないなと思います。 

 つまり、現に埋蔵文化財センターを持っているし、それなりの文化財もありますから、

これらをきちんと保管、保存をして次代につなげるのだという意味での博物館も確かに必
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要でしょう。そして、展示という言葉も出ましたから、倉庫だけではなくて、多分、展示

もあると思います。展示と言うからには見てもらわなければいけません。それは、単に行

って勉強の場としての展示だけではなくて、行って楽しい博物館でないと人は行きません

し、人が行かないような展示をする博物館なら、それ自体、要らないのかもしれません。

そうであれば、どうやって来てもらうような工夫をするかということを考えなければいけ

ないのですが、そのことまで考えられているのかどうか、非常に不明瞭です。今のところ

は、まだ考え中ということで全てが終わっていて、できてしまってから、結局、１回しか

行かない博物館になってしまうと、これは大変だなと思います。先ほどの話ではないです

が、例えば、札幌市の博物館を見たいがために札幌に来てもらうような観光客がいてもい

いと思うのですよ。あるいは、そういうふうなプロモーションができるような博物館であ

ってほしい。ロンドンの大英博物館がそうでしょう。もちろん大英博物館になれとは言い

ませんが、単に倉庫、分類、研究のためではなくて、それを見てもらうことにも意義があ

るとしたときには、いろいろ考えなければいけませんね。 

 まず第一に、そもそも見てもらえるものがあるのか。あるいは、見てもらえるものがな

くても、見せ方ということもあります。その見せ方というのは、基本的に日本は下手です

ね。昔のものを並べているだけというケースが多いです。皆さんはディズニーランドのよ

うなテーマパークにさんざん行っていますから、テーマパークの見せ方になれているので

すね。極論すれば、テーマパークのような見せ方をしなければいけません。そうでないと

来ませんよ。海外の博物館なんかを見ていると、そういう工夫をいろいろしていますね。

映像とか、何かの乗り物に乗ってということではなくて、次はどういうゾーンで、次はど

うなってというふうにして見ていくことができるようにしています。 

 日本で言えば、江戸東京博物館はそれに近い形をとっているので、割とうまくやれてい

るかなと思います。つまり、昔の江戸の暮らしから始まって現代の東京に至るまで、ずっ

とゾーンを分けてあって見ていくことができまして、こんな暮らしをしていましたという

ことがまさに体感としてわかるのです。 

○吉田委員 タイムスリップみたいな感じですか。 

○吉見委員長 そうです。 

 そこに、例えば、実物も含めて置いてあったりすると、これは本当にここで使われてい

たのだと、欠けたお皿みたいなものだとしても、そのレプリカみたいなものを誰かが使っ

ている映像があったり、かけらをガラスケースに入れて並べて見せるだけでも全然違うの

です。そのようにして、あの博物館は、江戸のまちが再現されていて、江戸のまちの中に

自分が入っていって、その中でいろいろな展示物を見るという感じになっているのです。 

 ある意味、今はそういう展示が普通になっているから考えられるのでしょうけれども、

これはどうなるのだろうと。せっかくやるからには、わざわざ見に行きたい施設にするべ

きだろうと思います。あるいは、完全に学級施設みたいな形での博物館と考えるのであれ

ば、余り展示をしなくてもいいという腹のくくり方もあると思います。 
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○吉田委員 さっきお聞きするのを忘れてしまったのですが、こういう大きなことをやろ

うとするときに、創造都市としての軸を持ってやっていくのかということはすごく大事な

ことだと思います。さっき委員長がおっしゃったように、見せ方というのはクリエーティ

ブなのです。ただ、今回、こういう人に対して、こういう目的の博物館をつくりたいのだ

ということを札幌市が提示したら、それに対して創造都市として札幌市にいるクリエータ

ーやプロデューサーたちはどういう見せ方をしていくのかと、こういう連携をしていかな

い限り、創造都市になんか絶対になれないといつも思います。 

 ですから、こんなこと言ったらいけないかもしれませんが、別にユネスコに登録するこ

とが創造都市ではなくて、札幌市がこういうことをやろうとしたときに、それをどうプロ

デュースして創造都市として発信するのかということを考えられる場所があるのかどうか

です。博物館計画検討委員会は、多分、博物館のことがよくわかる先生方で構成されてい

るのですよね。 

○吉見委員長 そうすると、さっきの話ではないけれども、下手をすると、必要な機能は

そろっているが、見たくもない博物館になるのです。 

○吉田委員 そこにクリエーティブが入るから創造都市なのですね。札幌は、それを言っ

ているけれども、やれていないのではないかと。これは、博物館だけではなくて全てに対

して思います。でも、それは、もしかしたら札幌が大きく変化をする最大の転機に来てい

ると思います。 

○吉見委員長 例えば、そういうことを含めて検討されたものがこの中でうまく出てくれ

ばいいなと思ったのです。しかし、残念ながら、そういう感じの事業費でもないし、使い

方でもないのかなと思いました。 

○吉田委員 そこは、ぜひ提言に盛り込みたいです。 

○吉見委員長 盛り込んでもいいかもしれません。それこそ、さっきの石川委員ではない

けれども、言うところがないのです。これからのことではあるけれども、せっかくやるか

らには、今言ったような創造的な側面も入れて考えられるべきではないかということは言

っていいのではないかと思います。そうでないと、本当にいろいろな意味でお役所的にな

ってしまう可能性があります。 

 長崎市は、原爆資料館というものをつくっていて、市民からたくさんの資料を集めてい

ましたが、今は、新しいものになって昔と比べると非常にきれいになったのですけれども、

きれいなものにするときに置く場所がないからいっぱい捨てているのです。ごっそり捨て

たので、相当文句が出たのです。つまり、収集して保存するのだと言いながら、倉庫がい

っぱいになると、その倉庫のサイズに合わせて捨ててしまうことも起こるのです。まさに、

目的と何のためにやるのかということをちゃんと入れてやらないとうまく回らないのです。 

○改革推進部長 今のお話に絡んで、我々は、内部的に事業をやるときに、いわゆる決裁

をとりますが、そのときに、市民自治の観点が入っているか、環境の側面を気にしている

か、必ずチェックします。ですから、先ほど吉田委員がおっしゃったように、あらゆるこ
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とをやるときに、創造都市を標榜している札幌市として創造都市の観点はどういうふうに

織り込むのかということをその中で常にチェックすることがあっていいのかもしれないと

思いました。 

○吉田委員 本当に創造都市を目指すのであれば、やるべきです。目指すと言っています

からね。 

○改革推進部長 言っていますね。 

○吉見委員長 そういう観点が入らないとね。 

○吉田委員 誰も評価できないし、動けないです。札幌市の職員たちも動けないですね。

やれと言われないとなかなかできないですよね。 

○吉見委員長 特に箱物をつくるのが目的そのものではないと言っても、こういう形の箱

物については、札幌市にしてみると、人口が増えている間という意味ではあと数年が最後

のチャンスなのかもしれないなと思います。 

 個人的なお話ですが、先週、愛知県の知事と会ったときには、もう箱物は作れない、な

ぜなら人口が減るからと言うのです。愛知県はそうではないけれども、愛知県の諸都市に

ついて言うと、原則としてはもう作れない、維持するのに手いっぱいだそうです。いろい

ろな既存の施設を見るとボロボロになっていて、おまえらは今まで一体何に金を使ってき

たのだとそれぞれの首長に言いたくなると。つまり、これから先は、人口が減っていくの

で、このボロボロの施設を何とかするだけでも手いっぱいで、新しいものを作ったらそれ

もまたボロボロになるだけでしょう、朽ちて果てて終わりだよ、と言っていました。だか

ら、よほどのことがないと新しいものはもう作れない時代になっているというご認識でし

た。 

 そういう意味では、人口が減って税収も減る中で、将来の維持までなければいけません

から、それを含めて、ほかのものを潰してでもつくらなければいけないというビジョンが

ないとなかなかできないですね。 

○吉田委員 博物館なら、尐子化でどんどん空いていく学校を使えばいいと思います。 

○吉見委員長 学校があいたら、学校を博物館にする考えはありますね。 

○吉田委員 もともと教育の場所だったですから、そういう発想で考えていけばいいと思

います。何も新しいものを建てる必要はないと思います。そういうふうに、物すごく柔軟

な発想で、だめもとでも語ると。さっきも石川委員がおっしゃったけれども、だめもとで

も言えるぐらいの議論をしていく札幌になったらすてきですね。 

○吉見委員長 そうですね。 

○改革推進部長 今、学校のお話が出ましたが、コミュニティー施設がぱらぱらありまし

て、高齢者のための福祉施設を集約しようという方向性は、多分、今年度中にきちんと出

ると思います。 

○行政改革担当課長 学校は最も数の多い公共施設ですが、残念ながら、これから空いて

しまうので、それをどうするかは一番の大きな課題です。 
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○吉田委員 そうですね。これから生かせると思います。 

○石川委員 思い出した話ですが、関連するのでお話しします。 

 資料は忘れたのですが、蔦屋書店とコンビを組んだ図書館がありますね。この前、あの

人の本を読んだのですが、やはり、あるべき図書館とは随分違うという批判が多い中で、

現場との戦いながら図書館をつくっていったけれども、今や観光資源になりつつあるとい

う話です。でも、一つひとつを読んでいくと、確かにあるべき図書館論者からかなり厳し

い意見もあります。ただ、今の博物館もそうですけれども、自由な発想で作れればなと思

いました。 

○吉見委員長 博物館学もあれば、図書館学もありますから、図書館情報学とか博物館学

の先生から見ると、きっととんでもないことをやっているということになるのでしょうね。 

○行政改革担当課長 図書館司書とか博物館学芸員とか、きっちり勉強してくると守るべ

きものがあるわけです。 

○改革推進部長 博物館法、図書館法とそれぞれの法律がありますからね。 

○吉田委員 これからは、予算が増えるわけではない、人口が増えるわけではない、建て

られないという制限の中でやっていかなければならないですよね。だからこそ、今あるも

のをどうやって最大限生かすのかということを真剣に検討していくべきです。委員会もそ

うだし、私たちもそうですが、みんなあり方を転換していかなければならないので、札幌

市がそういう視点をいち早く委員会などに持ち込んでいただけると面白いのかなと思いま

す。何をつくるかというより、今のものをもっとよくできないのか、生かせないのか、つ

なげられないのかということに焦点を絞るべきだという気がします。 

○吉見委員長 ほかによろしいでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

 

  ５．閉  会 

○吉見委員長 それでは、これでヒアリングの２番目を終わります。 

 次は、４時から開始の予定ですので、よろしくお願いします。 

                                  以  上 

 


